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三次元計測に基づく応用に関しては，す法検査 2 例，異品検査 1 例，外観検査 1 例について報告している。寸法検
査の対象になっているのは，自動車部品の突起や穴の三次元位置と，自動車パネルの仕上がり寸法である。前者に関
しては，十字スリット光の投影による三次元データ算出を行っている。また後者については，円弧状のパネル先端と
本体との相対的な隙間と段差を，形状モデルを用いて推定している。この手法により，光反射信号の得にくいパネル
先端位置も精度よく計測できている。異品検査としては，複雑で類似した部品を識別するために三次元画像データを
用いる方法を提案し，その有効性を実ラインにおいて確認している。この方法は，三次元センサから得られた距離画
像から，各部品の特徴が明確に現れている高さで輪切りにした二値画像を得て， この二値画像の幾何学的特徴量に基
づいて識別を行うものである口この過程で得られるこ値画像を距離ゲート画像と名付けているが，本手法は従来のモ
デルマッチング法に比較して，極めて簡便・高速に部品識別が行えることを示したものとして高く評価されている。
外観検査に関しては，自動車用電子機器に用いられる IC のリードを検査するもので，対象物の表面性状の違いによ
る反射強度のむらの低減に，設計情報を参照したスリット光の投影強度制御が有効であることを示した点が注目でき
る。
以上の研究成果は，自動車生産における検査工程の自動化のための実用化技術の開発に貢献するところが大であり，
博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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